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平
成
二
十
九
年
度 

卒
業
生 

進
路
状
況

進
路
指
導
部

卒業年度（平成） 29 28 27

私  

立  

大  

学

東北学院大学 1 7 14
東北医科薬科大学 2 1 2
東北福祉大学 8 6 16
いわき明星大学 37 35 31
茨城キリスト教大学 6 11 12
国際医療福祉大学 10 10 14
自治医科大学 2 2
白鴎大学 8 7 10
女子栄養大学 1 2 2
獨協大学 3 1 6
文教大学 7 4 19
神田外語大学 3 5
千葉工業大学 9 7 5
青山学院大学 1
大妻女子大学 2
学習院大学 3 2
北里大学 4 5 1
共立女子大学 2 4 3
國學院大学 1 1
駒澤大学 4 3 15
国士舘大学 2 3 2
実践女子大学 2 3 4
芝浦工業大学 2 2 6
昭和女子大学 4 2 4
成蹊大学 1 4 4
成城大学 2 1 1
専修大学 4 4 15
大東文化大学 2 16 7
拓殖大学 2 3 3
津田塾大学 1 1
中央大学 3 1
帝京大学 4 4 9
東海大学 6 5 17
東京家政大学 6 3 1
東京女子大学 1 1 1
東京電機大学 1 1 1
東京都市大学 2 2
東京農業大学 2 4 2
東京理科大学 1
東京薬科大学 3 1
東洋大学 13 17 15
日本大学 11 15 27
日本体育大学 1 3
法政大学 1 4 5
明治学院大学 1 3
明治大学 2 3 7
立教大学 1 2 2
早稲田大学 1
神奈川大学 7 4 12
新潟医療福祉大学 11 6 4
その他の私立大学 142 157 172
私立大学合計 347 386 482

■国公立大学合格内訳

推　 薦　 入　 試 16
Ａ 　Ｏ　入　試 0
前　 期　 試　 験 28
中　 期　 試　 験 1
後　 期　 試　 験 6
別　　 日　　程 1
二　 次　 募　 集 0
追　 加　 合　 格 1
合　　　　　　計 53

■主な大学合格者数（現役生のみ）

卒業年度（平成） 29 28 27

国  

立  

大  

学

北見工業大学 1
北海道教育大学 2 1
室蘭工業大学 1
弘前大学 1
岩手大学 1
東北大学
宮城教育大学 2 4
秋田大学 1 1

山形大学

人文学部 1 1
理学部 1 1
工学部 4 1 3
地域教育文化学部
農学部 1 3 1

福島大学

行政政策学類 1 1
経済経営学類 3 1
人間発達文化学類 1 2 9
共生システム学類 1

茨城大学

人文科学部 1 2
教育学部 1 2 5
理学部 2
工学部 5 3 5
農学部 1 1

筑波大学 1 1 1
宇都宮大学 2
群馬大学 1 2
埼玉大学 2
千葉大学 1
新潟大学 2 2 1
山梨大学 1
信州大学 1 1 2
静岡大学 2
広島大学 1
山口大学 1
鹿児島大学 1

公
　
　
立
　
　
大
　
　
学

釧路公立大学 3
青森県立保健大学 1
青森公立大学 1
岩手県立大学 1 1
宮城大学 2 1
秋田県立大学 1 4 1
秋田公立美術大学 1
山形県立保健医療大学　 1

福島県立医科大学
医学部 　 　 　
看護学部 1 2 2

会津大学 1 2
茨城県立医療大学 1 1
群馬県立女子大学 1
高崎経済大学 4 4
前橋工科大学 2 3
千葉県立保健医療大学 1
首都大学東京 1
神奈川県立保健福祉大学 1
横浜市立大学 1 1
新潟県立大学 1 2 1
金沢美術工芸大学 1
都留文科大学 1
長野大学 1
公立鳥取環境大学　 1 　　
岡山県立大学　 　1

合　　　　計 53 49 59

　

平
成
二
十
九
年
度
卒
業
生
の
国
公
立

大
学
合
格
者
数
は
、国
立
大
学
三
四
名
、

公
立
大
学
一
九
名
の
計
五
三
名
で
あ
っ

た
。
七
ク
ラ
ス
に
な
っ
た
が
、
昨
年
を

上
回
る
実
績
と
な
っ
た
。主
な
要
因
は
、

出
願
先
の
検
討
を
丁
寧
に
慎
重
に
し
た

こ
と
、
上
位
者
が
指
定
校
推
薦
に
流
れ

な
か
っ
た
こ
と
、
国
公
立
へ
の
出
願
者

数
が
増
加
し
た
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

る
。
本
校
生
に
人
気
の
あ
る
近
県
国
公

立
大
は
、
地
元
福
島
大
学
に
五
名
、
茨

城
大
学
八
名
、
山
形
大
学
七
名
、
秋
田

大
一
名
、
山
梨
大
一
名
、
群
馬
大
一
名

と
合
格
者
が
増
加
し
た
。
一
方
、
福
島

県
立
医
大
の
看
護
学
部
一
名
、
会
津
大

学
へ
の
合
格
は
推
薦
で
一
名
と
思
わ
し

く
な
か
っ
た
。
ま
た
、
上
位
者
は
筑
波

大
一
名
、
埼
玉
大
二
名
、
信
州
大
一
名
、

新
潟
大
二
名
、
宮
教
大
二
名
、
横
浜
市

立
大
一
名
、
首
都
大
一
名
な
ど
と
な
っ

て
い
る
。

　

国
公
立
の
推
薦
・
Ａ
Ｏ
入
試
に
関
し

て
は
、
受
験
者
三
九
名
に
対
し
て
一
六

名
が
合
格
し
た
。
地
元
福
島
大
学
、
会

津
大
学
や
県
立
医
大
、
近
隣
の
国
公
立

に
も
っ
と
出
願
し
て
い
れ
ば
合
格
者
が

増
加
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。
ま
た
、
一
般
入
試
受
験
者

に
お
い
て
は
前
期
八
三
名
（
二
十
八

年
度
七
五
名
、
二
十
七
年
度
九
九
名
、

二
十
六
年
度
一
〇
五
名
）、
中
期
八
名
、

後
期
二
一
名
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
セ

ン
タ
ー
試
験
で
の
五
教
科
受
験
者
が

一
〇
七
名
な
ど
、
国
公
立
受
験
に
拘
る

生
徒
が
減
っ
て
き
て
い
る
事
実
も
否
め

な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
年
度
も
後

期
で
の
合
格
者
が
六
名
お
り
、
最
後
ま

で
国
公
立
に
拘
っ
て
受
験
す
る
こ
と
の

大
切
さ
は
証
明
さ
れ
て
い
る
。さ
ら
に
、

受
験
の
仕
方
や
出
願
指
導
は
早
期
か

ら
（
低
学
年
の
う
ち
か
ら
）
段
階
的
に

行
う
べ
き
で
あ
る
こ
と
の
大
切
さ
が
証

明
さ
れ
た
年
と
な
っ
た
。
推
薦
・
Ａ
Ｏ

入
試
に
向
い
て
い
る
の
か
、
セ
ン
タ
ー

試
験
の
結
果
を
受
け
て
、
遠
方
の
国
公

立
大
学
進
学
も
視
野
に
入
れ
る
の
か
。

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
や
セ
ン
タ
ー
試
験
以

前
の
出
願
検
討
会
を
有
効
に
活
用
し
、

二
者
、
三
者
面
談
で
様
々
な
可
能
性
を

提
案
し
て
行
く
こ
と
が
合
格
者
の
増
加

に
繋
が
る
と
思
わ
れ
る
。

　

私
立
大
学
へ
は
、
推
薦
・
一
般
を
合

わ
せ
て
延
べ
三
四
七
名
が
合
格
を
し

た
。
内
訳
は
、指
定
校
推
薦
が
二
〇
名
、

公
募
推
薦
が
一
五
名
、
Ａ
Ｏ･

特
別
入

試
が
一
三
名
、
一
般
入
試
が
二
九
九
名

で
あ
っ
た
。

　

難
関
私
立
大
学
は
、
久
し
ぶ
り
に
早

稲
田
大
学
に
現
役
で
一
名
が
合
格
し

た
。
他
に
は
、
明
治
大
学
一
名
程
度
で

あ
り
、
難
関
私
立
大
学
に
一
般
で
合
格

す
る
の
は
か
な
り
厳
し
い
も
の
と
な
っ

た
。
日
東
駒
専
は
一
般
合
格
者
三
一
名

と
昨
年
同
様
少
な
か
っ
た
。
近
年
、
日

東
駒
専
が
本
校
生
の
滑
り
止
め
に
な
り

得
て
い
な
い
。

　

私
立
大
学
指
定
校
推
薦
で
は
二
〇
名

が
合
格
し
た
が
、
昨
年
度
の
四
〇
名
に

比
べ
る
と
半
数
で
、
一
般
試
験
で
最
後

ま
で
頑
張
ろ
う
と
す
る
意
気
込
み
が
見

ら
れ
た
。
学
年
の
成
績
上
位
者
で
国
公

立
大
学
を
狙
え
る
層
の
生
徒
の
志
願
が

少
な
か
っ
た
こ
と
が
、
国
公
立
大
学
合

格
者
の
増
加
に
繋
が
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
ま
た
、
最
近
は
大
学
側
か
ら
の
指

定
校
条
件
が
厳
し
く
な
っ
て
き
て
お
り

（
英
検
準
一
級
ま
た
は
二
級
取
得
必
須

な
ど
）
指
定
校
枠
を
活
用
す
る
こ
と
の

是
非
に
つ
い
て
は
、
ま
す
ま
す
学
校
全

体
で
の
議
論
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
学
習

院
大
に
関
し
て
は
、
指
定
校
一
名
、
公

募
二
名
計
三
名
の
合
格
者
を
出
す
な
ど

健
闘
し
た
。

　

な
お
、
今
年
度
入
試
の
特
徴
と
し
て

は
、
文
部
科
学
省
の
「
大
規
模
大
学
の

定
員
超
過
に
対
す
る
補
助
金
不
交
付
の

措
置
の
厳
格
化
」
に
よ
る
影
響
が
大
き

か
っ
た
。
従
来
は
入
学
辞
退
者
が
出
る

こ
と
を
見
越
し
て
多
め
に
合
格
者
を
出

し
て
い
た
大
学
が
合
格
者
を
絞
り
込
ん

だ
為
、
例
年
よ
り
合
格
者

の
数
が
伸
び
ず
、
そ
の
煽

り
を
真
面
に
受
け
た
感

が
あ
る
。
私
立
大
学
出
願

に
関
し
て
は
、
も
っ
と
現

実
的
な
（
合
格
可
能
性
の

高
い
）
出
願
指
導
も
必
要

に
な
っ
て
く
る
と
思
わ

れ
る
。

　

次
年
度
の
課
題
で
あ

る
が
、
ク
ラ
ス
減
の
影
響

に
か
か
わ
ら
ず
、
本
校
に

お
い
て
は
国
公
立
大
へ

の
合
格
者
を
増
や
し
て

い
く
努
力
が
必
要
で
あ

る
。
国
公
立
に
拘
ら
な
く

て
も
良
い
の
で
は
と
い

う
意
見
は
確
か
に
あ
る

が
、
残
念
な
が
ら
地
方
公

立
の
「
進
学
校
」
と
し

て
の
評
価
指
標
は
国
公

立
大
の
合
格
者
数
に
勝

る
も
の
は
な
い
の
が
現

状
で
あ
る
。
本
校
に
入
学
す
る
生
徒
の

九
〇
％
近
く
が
国
公
立
大
学
へ
の
進
学

を
目
指
し
て
い
る
が
、
現
実
問
題
と
し

て
当
面
の
目
標
で
あ
る
八
〇
名
を
超
え

る
こ
と
が
で
き
ず
に
い
る
。
一
定
以
上

の
「
数
」
を
生
み
出
し
続
け
る
こ
と
は

地
域
か
ら
与
え
ら
れ
た
本
校
の
責
務
で

あ
り
、
年
間
計
画
や
教
育
課
程
は
こ
う

し
た
観
点
を
も
と
に
再
構
築
さ
れ
て
し

か
る
べ
き
で
あ
る
。

　

大
学
入
試
改
革
の
最
中
、
教
育
現
場

で
は
基
礎
的
な
知
識
習
得
に
と
ど
ま
ら

ず
、
得
た
知
識
を
活
用
す
る
力
や
創
造

性
、
更
に
は
生
涯
を
通
じ
て
学
び
続
け

る
為
の
基
礎
的
・
汎
用
的
な
能
力
習
得

の
必
要
性
が
様
々
な
形
で
提
唱
さ
れ
て

い
る
。こ
う
し
た
時
代
の
変
化
に
伴
い
、

「
教
科
学
力
」
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い

「
新
し
い
学
力
」
に
改
め
て
注
目
が
集

ま
っ
て
い
る
。
推
薦
入
試
の
合
格
率
を

向
上
さ
せ
る
に
は
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

視
点
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
さ
ら
に

生
徒
の
自
己
表
現
能
力
の
育
成
も
重
要

で
あ
る
。
一
年
次
か
ら
総
合
的
な
学
習

の
時
間
な
ど
を
有
効
に
活
用
し
て
、
計

画
的
に
生
徒
に
身
に
つ
け
さ
せ
て
い
き

た
い
。

　

一
方
、
当
然
の
こ
と
だ
が
一
般
試
験

で
合
格
す
る
た
め
に
は
教
科
ご
と
に
記

述
力
を
育
成
し
、
二
次
力
を
つ
け
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
も
低

学
年
時
か
ら
の
授
業
や
課
外
、
模
試
等

の
あ
り
方
を
再
検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
ま
た
、
面
接
や
小
論
文
対
策
も

三
年
間
ス
パ
ン
で
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

　

「
受
験
科
目
」
と
し
て
得
点
を
伸
ば

す
だ
け
で
は
な
く
、
生
徒
が
自
ら
学
習

す
る
興
味
・
関
心
・
意
欲
を
引
き
出
し

育
て
る
こ
と
が
最
重
要
課
題
で
あ
る
。

■その他の大学（29年度のみ。短大・専修学校等は除く）

酪農学園大・東北工業大・東北文化学園大・宮城学院女子大・奥羽大・郡山女子大・

東日本国際大・筑波学院大・つくば国際大・常磐大・流通経済大・獨協医科大・群馬パー

ス大・高崎健康福祉大・浦和大・共栄大・埼玉工業大・十文字学園女子大・駿河台

大・東都医療大・江戸川大・開智国際大・国際武道大・秀明大・淑徳大・城西国際大・

聖徳大・千葉経済大・千葉商科大・中央学院大・明海大・麗澤大・跡見学園女子大・

桜美林大・杏林大・国立音楽大・工学院大・駒沢女子大・聖心女子大・大正大・高

千穂大・玉川大・帝京科学大・帝京平成大・東京経済大・東京工科大・東京工芸大・

東京造形大・東邦大・二松學舍大・日本獣医生命科学大・日本女子体育大・文京学

院大・武蔵野大・武蔵野美術大・明星大・目白大・和光大・神奈川工科大・関東学

院大・鎌倉女子大・湘南工科大・女子美術大・鶴見大・桐蔭横浜大・フェリス女学

院大・新潟食料農業大・松本大・京都外国語大・大手前大

　

成
功
の
た
め
に
努
力
す
る
こ
と
は
当

然
で
す
が
、「
努
力
は
必
ず
報
わ
れ
る
」

と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
ん

な
に
頑
張
っ
て
も
思
う
よ
う
な
結
果
が

出
な
い
こ
と
は
多
々
あ
り
ま
す
。
そ
れ

で
も
、
努
力
し
て
来
た
人
が
最
後
に
笑

う
確
率
は
高
い
と
信
じ
て
い
ま
す
。
今

春
の
卒
業
生
の
最
終
進
路
決
定
日
は
、

三
月
の
最
終
週
で
し
た
。
ど
ん
な
に
結

果
が
出
な
く
て
も
決
し
て
諦
め
る
こ
と

な
く
、
明
る
く
前
向
き
に
周
囲
へ
の
感

謝
の
言
葉
を
欠
か
さ
な
か
っ
た
姿
に
神

様
は
微
笑
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

　

さ
あ
新
た
な
一
年
が
始
ま
り
ま
し

た
。
戦
う
相
手
が
全
国
区
の
大
学
受
験

に
勝
利
す
る
た
め
に
は
、
自
分
の
将
来

に
向
け
て
の
目
的
意
識
（
信
念
）
を
持

ち
続
け
る
こ
と
、
揺
る
ぎ
の
な
い
基
礎

学
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
、
新
し
い
入

試
制
度
に
関
す
る
豊
富
な
知
識
や
情

報
を
備
え
る
こ
と
が
不
可
欠
と
な
り
ま

す
。
進
路
指
導
部
で
は
新
た
な
一
年
の

始
ま
り
に
あ
た
っ
て
、
次
の
点
を
重
点

目
標
に
定
め
、
生
徒
の
み
な
さ
ん
の
進

路
目
標
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

一　

大
学
を
は
じ
め
と
す
る
進
路
希
望

の
実
現
に
対
応
で
き
る
学
力
の
育
成

二　

多
様
化
す
る
入
試
形
態
へ
の
対
応

三　

進
路
意
識
の
高
揚
と
定
着

　

毎
日
の
授
業
を
ベ
ー
ス
に
、
課
外
授

業
や
模
擬
試
験
・
模
試
結
果
を
受
け
て

の
分
析
会
、
進
路
に
関
す
る
講
演
会
や

大
学
見
学
会
、
大
学
の
先
生
を
招
い

て
の
模
擬
授
業
や
小
論
文
講
座
な
ど
、

全
校
生
徒
や
各
学
年
を
対
象
に
し
て
、

多
く
の
行
事
や
企
画
を
実
施
し
ま
す
。

「
今
、
自
分
は
何
を
す
る
べ
き
か
」
を

常
に
考
え
て
、
人
よ
り
も
先
ん
じ
て
行

動
す
る
こ
と
、
し
っ
か
り
と
自
己
管
理

を
行
う
こ
と
を
心
が
け
、
心
身
と
も
に

健
康
な
状
態
で
毎
日
の
学
校
生
活
を
過

ご
し
て
く
だ
さ
い
。

　

創
立
百
十
四
年
の
伝
統
を
誇
る
地
元

の
進
学
校
と
し
て
重
要
な
こ
と
は
、
生

徒
一
人
ひ
と
り
が
高
い
意
識
と
誇
り
を

持
ち
続
け
る
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。
目

標
を
達
成
し
よ
う
と
す
る
強
い
意
志

と
、
努
力
を
惜
し
ま
な
い
姿
勢
が
常
に

必
要
で
す
。
お
そ
ら
く
一
人
ひ
と
り
の

中
に
は
、
中
途
半
端
に
妥
協
し
た
く
な

い
、
自
分
自
身
の
弱
さ
に
打
ち
勝
ち
た

い
と
い
う
思
い
が
備
わ
っ
て
い
る
は
ず

で
す
。
実
は
そ
れ
こ
そ
が
学
校
と
し
て

の
力
の
源
な
の
で
す
。
伝
統
校
の
底
力

と
い
う
の
は
多
く
の
先
輩
方
か
ら
引
き

継
が
れ
る
様
々
な
思
い
の
結
晶
で
、
普

段
は
目
で
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
見
え
な
い
力
を
う
ま
く
引
き
継
い

で
、
自
ら
の
血
肉
に
す
る
こ
と
が
で
き

る
か
ど
う
か
も
既
に
能
力
の
一
部
な
の

で
す
。
桜
が
丘
生
は
素
直
で
何
事
に
も

真
面
目
に
取
り
組
み
ま
す
が
、
限
界
を

感
じ
る
と
す
ぐ
に
諦
め
る
か
、
あ
る
い

は
初
め
か
ら
限
界
を
避
け
て
通
る
人
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
人
間
は
自
己
を

知
る
こ
と
で
は
じ
め
て
他
者
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
今
の
自
分
に
で
き
る

こ
と
と
で
き
な
い
こ
と
を
正
し
く
見
極

め
る
こ
と
が
、
社
会
の
中
で
他
者
と
と

も
に
生
き
て
い
く
基
盤
と
な
る
の
で

す
。

　
■
三
学
年

　

ま
ず
は
、
自
分
の
進
路
希
望
を
一
日

で
も
早
く
具
体
化
す
る
こ
と
で
す
。
保

護
者
の
方
や
担
任
の
先
生
と
よ
く
話
し

合
い
、
ど
の
大
学
に
ど
ん
な
入
試
の
方

法
で
挑
戦
す
る
か
、
早
め
に
目
標
を
定

め
る
ほ
ど
有
利
に
な
り
ま
す
。
模
試
の

回
数
も
倍
増
し
、
月
に
１
～
２
回
実
施

さ
れ
ま
す
。
た
だ
何
と
な
く
受
験
す
る

の
で
は
な
く
、
毎
回
目
標
を
設
定
し
、

模
試
の
後
は
す
ぐ
に
自
己
採
点
を
し
て

弱
点
補
強
に
努
め
る
こ
と
で
、
次
の
模

試
の
点
数
や
自
分
の
実
力
ア
ッ
プ
に
つ

な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
結
果
に
一
喜
一

憂
す
る
こ
と
な
く
、
常
に
プ
ラ
ス
思
考

で
こ
の
一
年
間
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ

う
。
な
お
、セ
ン
タ
ー
試
験
に
備
え
て
、

マ
ー
ク
模
試
で
は
正
確
に
自
己
採
点
が

で
き
る
よ
う
に
訓
練
を
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。
本
番
で
の
マ
ー
ク
ミ
ス
や
段

ず
れ
な
ど
の
悲
劇
が
よ
く
報
告
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
課
外
授
業
も
す
べ
て
希
望

制
と
な
り
ま
す
。
自
分
で
自
由
に
選
択

で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
同
時
に
自
分

の
受
験
に
自
ら
が
責
任
を
持
つ
こ
と
に

な
り
ま
す
。
自
分
に
自
信
を
持
つ
た
め

に
、
最
後
ま
で
信
じ
ら
れ
る
自
分
で
い

る
た
め
に
、
大
切
な
こ
と
は
何
で
し
ょ

う
か
。

　
■
一
・
二
学
年

　

「
も
っ
と
早
く
か
ら
目
標
を
定
め
て
、

し
っ
か
り
勉
強
し
て
お
け
ば
よ
か
っ

た
。」
と
、
毎
年
の
よ
う
に
嘆
い
て
い

る
先
輩
が
い
ま
す
。
目
標
を
早
い
時
期

に
決
め
て
、
迷
う
こ
と
な
く
邁
進
す
れ

ば
、
第
一
志
望
の
大
学
に
合
格
で
き
る

確
率
は
グ
ッ
と
上
が
る
は
ず
で
す
。
な

に
も
特
別
な
こ
と
を
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
毎
日
の
授
業
を
し
っ
か
り
と

受
け
、
与
え
ら
れ
た
課
題
を
着
実
に
こ

な
し
、
課
外
授
業
を
大
事
に
す
る
。
そ

し
て
、
定
期
考
査
や
模
擬
試
験
に
臨
む

だ
け
で
す
。
あ
と
は
、
受
験
勉
強
を
乗

り
越
え
る
だ
け
の
気
力
と
体
力
を
毎
日

の
学
校
生
活
や
部
活
動
、
学
校
行
事
な

ど
で
培
っ
て
く
だ
さ
い
。
二
年
生
は
具

体
的
な
進
路
希
望
の
確
立
を
、
一
年
生

は
規
則
正
し
い
生
活
習
慣
の
確
立
を
一

日
も
早
く
実
現
で
き
る
よ
う
に
、
充
実

し
た
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

　

二
十
九
年
度
卒
業
生
の
進
路
状

況
は
、
国
公
立
大
学
へ
は
、
卒
業

生
二
七
七
名
中
五
三
名
（
卒
業
生
の

一
九
％
）
が
合
格
し
ま
し
た
。（
一
年

次
の
進
路
希
望
調
査
に
お
い
て
は
、
約

九
〇
％
が
国
公
立
大
学
進
学
を
希
望
）

内
訳
は
、
公
募
推
薦
者
に
関
し
て
は

三
九
名
に
対
し
て
一
六
名
が
合
格
し
合

格
率
は
四
一
％
で
し
た
。
一
般
受
験
者

に
関
し
て
は
八
三
名
中
三
七
名
が
合
格

し
、
合
格
率
は
四
五
％
と
高
率
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

地
元
福
島
大
学
に
経
済
経
営
学
類
三

名
、
人
間
発
達
文
化
学
類
一
名
、
共
生

シ
ス
テ
ム
学
類
一
名
の
合
格
。
山
形
大

学
は
人
文
学
部
一
名
、
理
学
部
一
名
、

工
学
部
四
名
、
農
学
部
一
名
の
合
格
。

茨
城
大
学
で
は
人
文
科
学
部
一
名
、
教

育
学
部
一
名
、
工
学
部
五
名
、
農
学
部

一
名
の
合
格
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
推

薦
入
試
で
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
生
徒

が
、
一
般
合
格
に
向
け
て
努
力
し
た
結

果
、
前
期
六
名
合
格
と
い
う
実
績
を
残

し
ま
し
た
。
ま
た
、
公
立
大
学
に
お
い

て
は
、
福
島
県
立
医
科
大
学
看
護
学

部
一
名
、
会
津
大
学
一
名
を
は
じ
め
、

一
五
校
に
合
格
者
を
出
し
ま
し
た
。

　

国
公
立
大
学
へ
の
進
学
を
目
指
し
て

い
る
生
徒
が
、
北
海
道
、
青
森
、
岩
手
、

新
潟
、
金
沢
、
山
梨
と
受
験
範
囲
を
広

げ
努
力
し
ま
し
た
。
私
立
大
学
へ
は
、

早
稲
田
大
学
一
名
、
明
治
大
学
一
名
、

学
習
院
大
学
三
名
と
上
位
陣
の
健
闘
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
最
後
ま
で
あ
き
ら
め

ず
に
頑
張
っ
た
結
果
が
、
五
三
名
の
合

格
に
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。

学
習
の
全
て
の
基
本
は
授
業

　

進
路
実
現
の
た
め
に
は
、
セ
ン
タ
ー

試
験
（
マ
ー
ク
試
験
）
に
対
応
で
き
る

学
力
、
国
公
立
大
学
二
次
試
験
（
個
別

試
験
）
や
私
立
大
学
一
般
受
験
の
た
め

の
記
述
（
論
述
）
力
が
必
要
と
な
り
、

よ
り
深
い
内
容
ま
で
勉
強
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
高
等
学
校
に
お

け
る
学
習
の
全
て
の
基
本
は
授
業
に
あ

り
ま
す
。
授
業
で
使
う
教
科
書
の
内
容

を
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

入
学
時
の
目
標
で
あ
る
国
公
立
大
学

に
合
格
し
た
人
た
ち
は
、
基
本
で
あ
る
授

業
に
真
摯
に
取
り
組
み
、
教
科
書
の
内
容

を
し
っ
か
り
理
解
し
た
上
で
、
記
述
・
論

述
力
を
高
め
る
努
力
を
し
ま
し
た
。

明
確
な
目
標
、
具
体
的
な
計
画
立
案

と
実
践
、
そ
し
て
検
証

　

目
標
が
な
け
れ
ば
、
具
体
的
な
勉
強

方
法
を
立
て
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

目
標
を
定
め
、そ
の
目
標
達
成
の
為
に
、

具
体
的
な
勉
強
方
法
を
決
め
、
実
際
に

そ
れ
を
実
行
し
、
定
期
考
査
・
模
擬
試

験
の
結
果
で
、
立
て
た
計
画
が
甘
い
の

か
、
あ
る
い
は
厳
し
す
ぎ
る
の
か
等
の

検
証
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
毎
日
自
分

が
こ
う
や
る
と
決
め
た
内
容
を
、
同
じ

リ
ズ
ム
で
淡
々
と
続
け
て
い
た
人
が
着

実
に
伸
び
て
い
ま
す
。

　

勉
強
方
法
を
確
立
し
て
い
た
人
が
目

標
を
達
成
し
ま
し
た
。

万
遍
な
く
学
習
す
る
大
切
さ

　

科
目
が
多
く
て
国
公
立
大
学
が
無
理

と
早
々
に
決
め
つ
け
、
私
立
大
学
に

絞
っ
て
学
習
し
た
人
た
ち
が
多
く
い
ま

し
た
が
、
そ
の
目
標
と
す
る
私
立
大
学

に
も
合
格
で
き
な
い
と
い
う
現
実
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
国
公
立
大
学
を
希

望
し
て
い
て
も
、
教
科
・
科
目
を
早
い

段
階
で
絞
り
込
み
受
験
科
目
を
早
期
に

限
定
し
た
人
た
ち
は
、
セ
ン
タ
ー
試
験

後
の
受
験
校
を
決
定
す
る
段
階
で
選
択

肢
が
限
ら
れ
受
験
で
き
な
い
現
実
も
あ

り
ま
し
た
。

　

受
験
科
目
だ
け
の
学
習
だ
け
で
は
な

く
、
授
業
選
択
科
目
は
最
後
ま
で
し
っ

か
り
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、

受
験
教
科
・
科
目
だ
け
の
学
習
に
早
い

段
階
で
絞
ら
ず
、
根
気
強
く
学
習
す
る

習
慣
が
あ
れ
ば
、
受
験
可
能
の
機
会
も

増
え
た
と
思
い
ま
す
。

文
武
両
道
の
実
践

　

部
活
動
を
最
後
ま
で
や
り
切
っ
た
生

徒
に
多
く
の
国
公
立
合
格
者
が
出
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
生
徒
は
日
々
の
授
業
を

大
切
に
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、上
手
に
勉
強
時
間
を
確
保
し
た
り
、

よ
り
集
中
し
て
学
習
に
取
り
組
む
な
ど

自
分
の
学
習
ス
タ
イ
ル
を
し
っ
か
り
確

立
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
部
活
動
を

通
し
て
養
わ
れ
た
体
力
や
精
神
力
、
最

後
ま
で
諦
め
な
い
粘
り
強
さ
が
受
験
に

も
生
か
さ
れ
る
こ
と
を
証
明
し
て
く
れ

ま
し
た
。

諦
め
ず
継
続
す
る
こ
と
の
大
切
さ

　

国
公
立
大
学
と
私
立
大
学
一
般
受
験

で
合
格
し
た
多
く
の
人
た
ち
は
、
２
月

か
ら
の
自
宅
学
習
期
間
に
入
っ
て
か
ら

も
、
学
校
内
で
毎
日
遅
く
ま
で
、
教
科

担
当
の
先
生
に
納
得
い
く
ま
で
質
問
し

た
り
、
何
度
も
何
度
も
論
文
指
導
を
受

け
た
り
、
黙
々
と
自
学
自
習
を
し
て
い

ま
し
た
。

　

学
年
の
掲
示
板
に
、
以
下
の
文
章
を

掲
示
し
て
、
粘
り
強
く
学
習
に
取
り
組

ま
せ
ま
し
た
。

「
粘
り
強
く
や
ろ
う
。
こ
の
世
で
粘

り
強
さ
に
代
わ
る
も
の
は
な
い
。

才
能
も
粘
り
強
さ
の
代
わ
り
に
は

な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
才
能
が
あ
り

な
が
ら
そ
れ
を
活
か
せ
な
い
な
ら

同
じ
こ
と
だ
。

天
分
も
粘
り
強
さ
の
代
わ
り
に
は

な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
天
分
は
む
く

わ
れ
な
い
こ
と
の
言
い
訳
の
よ
う

な
も
の
だ
。

教
育
も
粘
り
強
さ
の
代
わ
り
に
は

な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
世
界
は
教
育

を
う
け
た
落
伍
者
に
満
ち
て
い
る
。

粘
り
強
さ
と
決
断
こ
そ
が
、
絶
対

的
な
力
を
持
つ
の
だ
。」　

 

レ
イ
・
ク
ロ
ッ
ク

確
か
な
学
力
を
身
に
付
け
る

　

最
後
に
、
平
成
二
十
九
年
度
の
卒
業

生
を
三
年
間
指
導
し
て
き
て
い
え
る
の

は
、「
進
路
実
現
の
た
め
に
大
切
な
こ

と
は
、
確
か
な
学
力
を
身
に
付
け
る
こ

と
」
で
す
。
推
薦
、
一
般
入
試
を
問
わ

ず
、
ど
ん
な
進
路
に
対
し
て
も
必
要
な

の
は
学
力
で
す
。
地
道
な
努
力
を
積
み

重
ね
、
毎
時
間
の
授
業
内
容
を
理
解

し
、
繰
り
返
し
復
習
を
続
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
身
に
付
い
た
確
か
な
学
力
、
こ

れ
こ
そ
が
受
験
に
は
必
要
と
い
え
る
の

で
す
。し
っ
か
り
と
学
力
を
身
に
付
け
、

進
路
希
望
実
現
に
向
け
て
頑
張
っ
て
下

さ
い
。

新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
っ
て

 

進
路
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成
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卒
業
生
の
進
路
希
望
実
現
を
振
り
返
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旧
三
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之

～卒業生奮闘す、国公立大53名～

玉磨かざれば光なし!


